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『
現
代
の
政
治
的
イ
デ
オ
・
ギ
ー
』

　
本
書
は
現
代
の
政
治
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
モ
ザ
イ
ク
で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
主

義
か
ら
ア
メ
リ
カ
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
ま
で
、
多
種
多
様
な
思
想
と
蓮
動
が
並
べ

ら
れ
て
い
る
。
各
々
は
む
ろ
ん
す
ぐ
れ
た
モ
ノ
グ
ラ
フ
的
贋
値
を
有
し
て
い
る

が
、
研
究
方
法
と
し
て
統
一
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
分
析
的
と
い
う
よ
り
む

し
ろ
厳
述
的
な
も
の
が
多
い
。
D
・
N
・
ヤ
コ
ブ
ス
の
「
チ
ト
ー
主
義
」
、
C
・

R
・
ラ
ベ
ル
の
「
南
ア
フ
リ
カ
の
人
種
理
論
」
、
C
・
ウ
イ
リ
ア
ム
ス
の
「
汎

ア
ジ
ア
主
義
と
汎
ア
フ
リ
カ
主
義
蓮
動
」
な
ど
は
な
か
で
も
特
異
な
、
す
ぐ
れ

た
分
析
と
し
て
注
目
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
冒
頭
の
e
・
ッ
イ
ン
メ
ル
マ
ソ
の
論
文
「
イ
デ
オ
・
ギ
ー
蓮
動
と
吐
會
攣

動
」
は
、
二
十
世
紀
の
吐
會
學
的
性
質
を
解
明
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
間

も
な
く
刊
行
を
豫
定
さ
れ
て
い
る
『
攣
動
の
吐
會
學
』
の
摘
要
で
あ
る
。
か
れ



の
議
論
は
け
つ
し
て
新
し
い
も
の
で
は
な
い
。
か
れ
は
ま
ず
、
も
つ
と
も
一
般

的
な
吐
會
學
的
原
理
と
し
て
、
「
祉
會
攣
動
が
最
大
で
あ
る
時
期
、
あ
る
い
は
攣

動
へ
の
要
求
が
最
大
で
あ
る
時
期
に
は
、
も
つ
と
も
多
籔
の
、
そ
し
て
も
つ
と

も
騒
が
し
く
奇
妙
な
イ
デ
オ
冒
ギ
ー
運
動
が
お
こ
る
」
と
し
、
吐
會
腱
制
内
部

の
攣
動
と
そ
れ
に
結
び
つ
い
た
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
蓮
動
の
新
し
い
吐
會
的
統
合
、

も
し
く
は
再
統
合
へ
の
企
圖
と
が
相
關
的
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
二
十
世

紀
の
肚
會
攣
動
は
、
か
つ
て
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
五
・
十
二
・
十
六
世
紀
の
そ
れ

と
パ
ラ
レ
ル
で
あ
り
、
ま
さ
し
く
「
偉
大
な
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
世
紀
」
（
昏
①

O
お
暮
霞
H
q
①
O
一
〇
磯
一
〇
緯
O
①
戸
一
自
巳
霧
）
と
い
う
範
疇
に
麗
す
る
。

　
ツ
イ
ソ
メ
ル
マ
ン
に
よ
れ
ば
、
二
十
世
紀
の
地
す
べ
り
的
吐
會
攣
動
は
、
ω

領
土
支
配
灌
の
攣
化
、
の
吐
會
階
級
構
成
の
攣
化
、
⑧
物
理
室
間
に
お
け
る
攣

化
、
㈲
農
夫
の
自
畳
的
擾
頭
、
の
四
つ
に
よ
つ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
。
最
後
の

特
徴
に
つ
い
て
附
言
す
れ
ば
、
農
夫
、
、
蜜
目
魯
8
昌
、
「
オ
ス
ワ
ル
ト
・
シ

ュ
ペ
ン
グ
ラ
ー
が
『
西
厭
の
没
落
』
の
な
か
で
用
い
た
ー
と
は
、
近
東
に
お

い
て
教
育
の
な
い
、
農
業
に
よ
つ
て
生
活
を
た
て
、
過
去
の
慶
櫨
の
傍
ら
で
細

々
と
土
地
を
耕
し
な
が
ら
も
、
古
代
の
偉
大
さ
を
す
こ
し
も
意
識
せ
ず
に
す
ご

し
て
き
た
農
民
階
級
を
意
味
す
る
。
し
か
し
か
れ
ら
は
い
ま
や
立
ち
あ
が
り
、

新
し
い
全
艦
的
表
象
の
も
と
に
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
運
動
を
展
開
」
つ
つ
あ
る
。
汎

ア
ラ
ブ
主
義
は
そ
の
一
例
で
あ
ろ
う
。
中
世
期
の
終
り
に
か
つ
て
の
西
鰍
の
偉

大
さ
を
意
識
し
て
ジ
ョ
ソ
・
オ
ブ
・
ソ
ー
ル
ズ
ベ
リ
　
．
、
≦
Φ
　
ト
お
　
］
W
9
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b
毛
胃
罐
O
ロ
目
げ
Φ
ω
ぴ
o
乞
α
Φ
諾
O
賄
O
宣
ロ
駐
、
、
と
い
う
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

的
ス
・
i
ガ
ン
を
か
か
げ
た
が
、
中
國
、
東
南
ア
ジ
ア
、
イ
ン
ド
、
ア
ラ
ブ
の

人
び
と
、
ア
ズ
テ
ッ
ク
、
マ
ヤ
、
イ
ン
カ
の
遺
跡
に
住
む
人
び
と
も
、
そ
れ
と

同
じ
感
情
を
抱
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
観
念
は
、
互
大
な
遺
跡
を
も
た
ぬ
ア

メ
リ
カ
と
ロ
シ
ア
に
も
定
着
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
か
れ
ら
は
そ
れ
を
歴
史
的

源
泉
か
ら
で
は
な
く
、
科
學
の
創
造
性
か
ら
え
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
と
ロ
シ
ア

は
そ
れ
自
膿
で
、
亘
大
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
蓮
動
と
な
つ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
肚
會
墜
動
に
よ
つ
て
も
た
ら
さ
れ
た
吐
會
學
的
問
題
状
況
は
、

現
代
世
界
の
人
類
に
封
し
最
大
の
危
機
と
最
大
の
可
能
性
と
を
提
示
し
て
い

る
。
二
十
世
紀
の
今
後
の
課
題
と
し
て
、
結
局
、
ツ
イ
ン
メ
ル
マ
ン
は
新
し
い

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
新
し
い
吐
會
科
墨
の
必
要
性
を
彊
調
す
る
。
後
者
に
つ
い

て
、
か
れ
は
ア
メ
リ
カ
吐
會
學
の
形
式
主
義
、
機
能
主
義
、
胱
會
行
爲
理
論
に

批
到
的
で
あ
る
。
就
會
髄
系
の
枠
組
を
組
み
た
て
る
こ
と
は
、
椅
子
は
木
で
で

き
て
い
て
、
四
本
の
脚
が
あ
り
、
そ
れ
に
す
わ
る
機
能
を
も
ち
、
す
わ
れ
な
け

れ
ば
機
能
し
え
な
い
」
と
い
う
の
と
同
じ
で
あ
る
。
新
し
い
祉
會
科
學
の
創
造

は
こ
れ
か
ら
の
問
題
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
①
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
人
間
性
を
奪
敬

し
、
の
吐
會
饗
動
の
研
究
に
重
黙
を
お
き
、
⑧
新
し
い
倫
理
を
も
ち
、
ω
ル
ネ

ッ
サ
ソ
ス
以
來
人
間
が
お
か
れ
て
き
た
自
然
の
範
疇
か
ら
人
間
を
と
り
だ
し

て
、
神
聖
な
る
も
の
の
範
疇
に
入
れ
る
、
と
い
う
學
問
的
作
業
を
つ
づ
け
る
べ

き
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。
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以
上
の
ッ
イ
ソ
メ
ル
マ
ソ
の
枠
組
は
、
本
書
の
研
究
の
枠
組
を
な
す
も
の
で

は
な
い
。
各
專
門
研
究
者
は
、
現
代
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
主
要
類
型
を
分
捲
執

筆
し
て
い
る
。

　
①
マ
ル
ク
ス
主
義
の
墾
型
と
新
マ
ル
ク
ス
主
義
は
、
ソ
ヴ
ェ
テ
ィ
ズ
ム
、
中

國
共
産
主
義
、
ソ
ヴ
ェ
ト
衛
星
國
、
チ
ト
ー
主
義
を
含
む
。
ソ
ヴ
ェ
テ
ィ
ズ
ム

の
論
述
は
、
ソ
ヴ
ェ
ト
膣
制
の
機
構
的
側
面
を
中
心
と
し
、
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー

ニ
ン
主
義
の
理
論
的
問
題
に
つ
い
て
は
鰯
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
中
國
革
命
に
つ

い
て
は
、
そ
の
具
艦
的
・
客
観
的
條
件
と
の
封
懸
に
お
い
て
ユ
ニ
ー
ク
な
イ
デ

オ
・
ギ
ー
的
表
現
を
と
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
共
産
圏
の
う
ち
で
衛
星
諸
國
の

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
問
題
は
、
一
九
五
七
年
十
月
の
モ
ス
ク
ワ
宣
言
に
よ
つ
て
、
修

正
主
義
と
の
闘
雫
、
と
く
に
そ
の
反
ソ
ヴ
ェ
ト
的
傾
向
に
封
す
る
暉
腰
と
し

て
、
今
日
一
層
深
刻
化
さ
れ
て
い
る
。
ハ
ソ
ガ
リ
i
、
ポ
ー
ラ
ソ
ド
を
は
じ
め

ブ
ル
ガ
リ
ア
、
チ
ェ
コ
と
ク
レ
ム
リ
ソ
と
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
i
的
關
係
は
微
妙
で

あ
る
。
チ
ト
ー
主
義
は
、
民
族
化
さ
れ
た
國
際
共
産
主
義
、
ユ
！
ゴ
の
背
景
、

モ
ス
ク
ワ
と
の
決
裂
、
内
部
的
・
外
部
的
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
調
整
、
ノ
ヴ
ェ

ト
方
式
の
誤
り
、
ユ
ー
ゴ
的
解
決
i
國
家
お
よ
び
裳
の
潰
滅
に
關
す
る
理
論
、

杜
會
主
義
へ
の
途
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の
現
代
的
適
用
を
め
ぐ
る
理
論
闘
雫
、
將

來
の
展
望
ー
革
命
と
進
化
、
の
分
析
ス
キ
ー
ム
が
も
ち
い
ら
れ
て
い
る
。

　
図
肚
會
主
義
の
硅
涯
ぱ
、
吐
會
主
義
イ
ソ
タ
ー
ナ
シ
・
ナ
ル
と
大
陸
吐
會
主

義
、
イ
ギ
リ
ス
吐
會
主
義
を
取
扱
つ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
ヨ
ー
・
ッ
パ
吐
會
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
六
　
　
　
（
一
一
八
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義
の
現
代
的
傾
向
が
考
察
さ
れ
て
い
る
。
ド
イ
ツ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
イ
タ
リ

ア
、
フ
ラ
ン
ス
、
ス
カ
ン
ヂ
ナ
ビ
ア
諸
國
の
肚
會
主
義
政
蕪
の
特
徴
を
み
る
と
、

一
般
的
に
マ
ル
ク
ス
主
義
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
格
下
げ
が
お
こ
な
わ
れ
て
い

る
。
す
で
に
西
隊
の
肚
會
主
義
者
は
マ
ル
ク
ス
的
用
語
で
語
る
こ
と
を
や
め
、

過
激
な
行
動
を
ひ
か
え
て
い
る
。
か
れ
ら
は
新
し
い
哲
學
的
目
標
を
探
究
し
、

吐
會
主
義
の
現
實
的
内
容
と
意
味
を
再
評
贋
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
立
場
に
あ

る
。
「
西
激
で
は
肚
會
主
義
は
紳
話
で
は
な
く
、
現
實
の
一
部
と
な
つ
た
」

（
R
・
ア
・
ン
）
が
、
同
時
に
「
理
論
の
な
い
肚
會
主
義
は
稀
薄
化
さ
れ
、
生
氣

を
失
つ
て
い
る
」
（
P
・
ラ
ダ
ミ
エ
）
。
イ
ギ
リ
ス
肚
會
主
義
に
つ
い
て
は
、
そ

の
思
想
的
背
景
を
た
ど
り
、
一
九
四
五
年
ア
ト
リ
ー
内
閣
實
現
ま
で
、
螢
働
窯

の
獲
展
史
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
⑧
新
し
い
民
族
主
義
、
植
民
地
主
義
、
汎
思
想
運
動
の
部
分
で
は
、
非
西
漱

的
世
界
に
お
い
て
展
開
さ
れ
つ
つ
あ
る
多
彩
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
運
動
が
取
扱
わ

れ
る
。
す
な
わ
ち
、
岐
路
に
た
つ
植
民
地
主
義
、
シ
オ
ニ
ズ
ム
、
南
ア
フ
リ
カ

の
人
種
理
論
（
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
）
、
汎
ア
ジ
ア
主
義
と
汎
ア
フ
リ
カ
主
義
蓮

動
、
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
（
反
ア
メ
リ
カ
ニ
ズ
ム
、
マ
ル
ク
ス
主
義
、
カ
ト
リ

シ
ズ
ム
、
メ
キ
シ
コ
革
命
、
ペ
ル
ー
の
ア
プ
リ
ス
モ
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
ぺ
・

ニ
ス
モ
、
ウ
ル
ガ
イ
の
バ
ッ
ト
リ
ス
モ
、
ボ
リ
ビ
ア
の
國
民
革
命
運
動
）
。
こ
こ

で
と
く
に
興
味
を
ひ
く
の
は
、
汎
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
主
義
の
評
便
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
蓮
動
の
重
要
性
は
西
欧
的
世
界
で
充
分
理
解
さ
れ
て
な
い
が
、
よ
り



重
要
な
事
實
は
、
《
誤
解
V
ぽ
ま
つ
た
、
＼
の
誤
解
な
の
で
な
く
、
完
全
に
よ
く

理
解
し
た
こ
と
を
許
容
す
る
の
を
拒
む
態
度
に
あ
る
、
と
い
わ
れ
る
，
汎
ア
ジ

ア
・
ア
フ
リ
カ
主
義
運
動
は
、
人
種
主
義
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
樹
す
る
人
種
的

叛
逆
で
あ
り
、
白
人
支
配
に
封
す
る
復
讐
的
意
味
を
も
つ
て
い
る
。
ア
ジ
ァ
に

お
げ
る
外
國
勢
力
の
騙
逐
の
た
め
の
日
本
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ヅ
プ
は
、
眞
珠
醗
攻

撃
と
い
う
ア
ジ
ア
人
の
た
め
の
ア
ジ
ア
の
最
後
の
暴
撃
に
蹄
結
し
た
。
日
本
帝

國
主
義
は
西
厭
帝
國
主
義
の
創
造
で
あ
つ
た
。
そ
し
て
ま
た
中
國
の
共
産
主
義

化
に
つ
い
て
は
、
中
國
は
西
漱
支
配
か
ら
の
解
放
を
求
め
た
の
だ
と
し
、
も
L

中
國
が
他
の
民
族
と
李
等
な
立
場
に
立
ち
え
た
ら
ば
、
ど
の
よ
う
な
思
想
へ
も

鱒
化
し
え
た
で
あ
ろ
う
と
い
わ
れ
る
。
赤
色
中
國
は
西
獣
の
愚
昧
さ
の
創
造
で

あ
る
．
そ
れ
こ
そ
愚
に
も
つ
か
ぬ
假
定
で
あ
る
が
、
世
界
民
族
の
精
神
的
耶
等

へ
の
約
束
は
金
で
買
え
る
も
の
で
は
な
い
。
非
西
歓
的
世
界
に
お
い
て
、
共
産

主
義
が
一
ル
ー
ブ
ル
も
使
わ
ず
に
勝
利
し
、
ア
メ
リ
カ
が
何
十
億
ド
ル
も
つ
ぎ

こ
ん
で
敗
北
す
る
理
由
1
も
ち
ろ
ん
軍
純
化
し
す
ぎ
た
議
論
で
あ
る
が
ー

は
、
精
神
的
要
因
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
　
『
共
産
裳
宣
言
』
よ
り
一
暦
彊

力
な
、
そ
し
て
誠
實
な
『
信
念
と
行
動
の
新
し
い
西
厭
的
宣
言
』
が
要
求
さ

れ
、
精
神
的
・
道
徳
的
投
資
が
必
要
と
さ
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

　
㈲
新
し
い
民
主
主
義
は
、
フ
ラ
ン
ス
第
五
共
和
國
、
ド
イ
ッ
の
復
興
、
再
生

し
た
イ
タ
リ
ア
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
生
存
、
日
本
の
諸
改
革
、
イ
ソ
ド
の
ガ
ソ

ジ
ー
主
義
に
つ
い
て
の
論
文
よ
り
成
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
國
に
つ
い
て
は
、
職
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後
の
政
治
史
、
政
蕪
を
通
じ
て
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
状
況
が
輪
廓
づ
け
ら
れ
る
。

民
主
主
義
の
安
走
と
い
う
観
鮎
か
ら
は
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
は
そ
の
イ
デ

オ
・
ギ
ー
的
分
裂
化
傾
向
の
た
め
に
、
苦
悩
し
つ
づ
け
て
い
る
。
イ
タ
リ
ア
の

政
情
は
、
カ
ト
リ
ソ
ク
の
支
配
的
な
國
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
共
産
窯
が

優
勢
で
あ
る
と
い
う
近
代
史
の
奇
現
象
を
呈
し
て
い
る
が
、
キ
リ
ス
ト
教
民
主

窯
の
教
灌
主
義
に
封
し
て
、
共
産
窯
が
教
皇
國
家
（
¢
鼠
さ
宕
9
旨
8
）
を
阻

止
す
る
自
由
主
義
的
機
能
を
果
し
て
い
る
の
も
皮
肉
で
あ
る
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア

に
お
い
て
は
、
そ
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
マ
ル
ク
ス
學
派
の
理
論
的
傳
統
を
ひ
き

な
が
ら
も
、
そ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
ロ
マ
ン
主
義
は
色
槌
せ
て
、
吐
會
窯
と
國

民
窯
と
の
連
立
内
閣
が
つ
づ
い
て
い
る
。
西
ド
イ
ツ
の
ド
イ
ツ
吐
會
民
主
窯
も

一
九
五
八
年
以
來
修
正
主
義
的
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
キ
リ
ス
ト
教
民
主
同
盟

の
現
實
主
義
的
政
策
は
、
キ
リ
ス
ト
教
倫
理
、
エ
ア
ハ
ル
ト
の
ネ
オ
．
リ
ベ
ラ

リ
ズ
ム
、
福
祉
國
家
的
實
践
と
あ
い
ま
つ
て
、
新
し
い
ミ
旨
宏
。
冨
砕
び
冒
瞬
Φ
目

の
杜
會
的
市
民
像
の
目
標
を
め
ざ
し
て
い
る
。
職
後
目
本
に
つ
い
て
は
政
治
的

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
、
保
守
主
義
、
自
由
主
義
（
杜
會
主
義
思
想
）
、
共
産
主
義

が
論
じ
ら
れ
る
。
な
お
杜
會
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
、
婦
人
の
不
貞
と
か
パ

チ
ソ
コ
の
氾
濫
、
ヌ
ー
ド
や
ス
ト
リ
ッ
プ
の
テ
レ
ビ
番
組
ま
で
が
書
き
た
て
ら

れ
て
い
る
。
イ
ン
ド
に
つ
い
て
は
、
ガ
ン
ジ
i
主
義
の
暴
力
否
定
（
卜
匡
旨
鶏
）

の
サ
ソ
ス
ク
リ
ッ
ト
的
概
念
を
中
核
と
し
て
、
イ
ソ
ド
的
精
神
風
土
の
思
想
と

行
動
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
七
　
　
　
（
一
一
八
七
）
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本
書
の
最
後
の
部
分
は
、
「
ア
メ
リ
カ
の
福
祉
國
家
ー
花
デ
オ
p
ギ
ー
に

あ
ら
ず
ユ
ー
ト
ピ
ア
に
あ
ら
ず
ー
」
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
ア
メ
リ
カ
の
危
機

（
一
九
三
二
ー
四
〇
年
）
に
お
け
る
ニ
ュ
ー
・
デ
ィ
ー
ル
政
策
の
實
陵
を
中
心

と
し
た
ハ
イ
ン
ツ
・
ユ
ー
ロ
ー
の
論
稿
で
あ
る
。
か
れ
は
ニ
ュ
ー
・
デ
ィ
ー
ル

は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
な
く
、
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
コ
ミ
ヅ
ト
メ
ン
ト
か
ら
自
己

を
解
放
し
よ
う
と
す
る
不
漸
の
努
力
」
で
あ
る
と
力
読
す
る
。
そ
れ
は
信
仰
で

は
な
く
行
動
で
あ
つ
た
。
十
字
軍
で
も
な
け
れ
ば
實
験
で
も
な
く
、
大
衆
の
叛

逆
で
も
な
く
、
そ
れ
こ
そ
充
分
な
政
治
的
フ
ィ
f
ド
・
バ
ッ
ク
で
あ
つ
た
。
ル

ー
ズ
ベ
ル
ト
は
カ
リ
ス
マ
的
指
導
者
で
は
な
く
政
治
家
で
あ
つ
た
。
わ
れ
わ
れ

は
イ
デ
オ
ロ
ギ
i
的
デ
ィ
コ
ト
ミ
ー
的
思
考
を
止
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
T

V
A
は
吐
會
主
義
的
企
て
で
あ
つ
た
が
、
そ
れ
と
と
も
に
素
晴
ら
し
い
私
的
企

業
の
繁
榮
で
も
あ
つ
た
。
も
し
も
ニ
ュ
ー
・
デ
ィ
ー
ル
が
ア
メ
リ
カ
史
の
記
憶

に
と
ど
め
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
イ
デ
オ
β
ギ
ー
的
暴
力
に
よ
つ
て
で
は

な
く
、
政
治
に
よ
つ
て
問
題
を
解
決
し
た
國
民
の
政
治
的
成
熟
と
そ
の
能
力
の

護
揮
に
よ
つ
て
で
あ
る
。
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
や
ユ
ー
ト
ピ
ア
ン
は
非
政
治
的
で
、

責
任
の
な
い
子
供
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
成
熟
と
い
う
こ
と
は
、
自
分
の
要

求
を
行
動
と
認
識
の
唯
一
の
基
準
と
す
る
の
で
は
な
く
、
つ
ね
に
他
者
と
封
鷹

し
て
い
く
能
力
で
あ
る
。
そ
れ
は
他
者
の
正
當
な
利
害
の
承
認
を
含
み
、
調

整
、
妥
協
、
統
合
を
と
も
な
う
。
そ
れ
ゆ
え
成
熟
し
た
政
治
と
は
、
政
治
的
精

神
を
よ
く
心
得
た
も
の
の
彊
靱
な
態
度
を
あ
ら
わ
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↓
一
八
　
　
　
（
一
一
八
八
）

な
ハ
イ
ソ
ツ
・
ユ
ー
ロ
ー
の
言
“
莱
は
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
…
研
究
に
封
し
て
、
イ
デ

オ
・
ギ
ー
の
終
焉
を
告
げ
て
い
る
か
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
奈
良
和
重
）


